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学習目標 学習活動･内容 関心･意欲･態度 話す･聞く能力 書く能力 読む能力
言語についての知識･理
解･技能

A話すこと･聞

くこと
B書くこと C読むこと

伝統的な言語
文化他

●言葉の学習の意義を
感じ取る。

●内容にふさわしいよ
う、工夫して音読す
る。

●言葉の学習の意義を
感じ取ろうとしてい
る。

●音読によって語感を
磨いている。

(1)ｱｳ (1)ｱｲｴｵ

●交流のよさを捉え、
進んで交流しようとす
る姿勢を作る。

●作品に込められた
メッセージに応答し、
交流する。

●交流のよさを捉え、
進んで交流しようとし
ている。

●応答的に読むよさを
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ

●言語生活とこれまで
の言葉の学習を振り返
る。

●言語生活とこれまで
の言葉の学習を振り返
ろうとしている。

(1)ｱｲｴｵ

●中三での言葉の学習
の方向性を理解する。

●中三での言葉の学習
の方向性を理解しよう
としている。

(2)ｲｳ

１絆｜ 林と思想（扉詩） 0｜ 0
●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨こうとしてい
る。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

●語感を磨くために音
読・暗唱している。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

(1)ｳ (1)ｱｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

社会に向けて 言葉の共有
●言葉を共有すること
による成長を考える。

❶文章展開を捉えて意
味段落に分け、経験と
それについての思索を
読み分けて、文章展開
の特徴について交流す
る。

●言葉を共有すること
による成長を考えよう
としている。

●文章展開の特徴につ
いて交流している。

●言葉の共有関係の推
移を表に整理してい
る。

●文章展開を捉えて意
味段落に分けている。

●随想の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【必修①】
●文章展開の特徴と効
果を捉える。

❷言葉の共有関係の推
移を表に整理して捉
え、共有された言葉が
生徒にとってどのよう
ない意味を持っている
か捉える。

●文章展開の特徴と効
果を捉えようとしてい
る。

●生徒の成長から受け
た筆者の衝撃を説明し
ている。

●生徒の成長に衝撃を
受けた筆者の思索を抜
き出している。

●経験とそれについて
の思索を読み分けてい
る。

●経験とそれについて
の思索を読み分けてい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●表現を吟味して言
葉が生み出す絆を見

つめよう●

❸生徒の成長に衝撃を
受けた筆者の思索を抜
き出し、筆者の衝撃を
説明する。

●自分の「言葉の共
有」体験について、そ
の意味を再認識して書
いている。

●文章展開の特徴を捉
えている。

●自分の「言葉の共
有」体験について、そ
の意味を再認識して書
く。

●言葉の共有関係の推
移を表に整理して捉え
ている。

●共有された言葉が生
徒にとってどのような
意味を持っているか捉
えている。

●生徒の成長に衝撃を
受けた筆者の思索を捉
えている。

●生徒の成長から受け
た筆者の衝撃を捉えて
いる。

3年

年間指導計画参考資料（中学校　国語）

学校での授業時数

学校の授業以外での学習が可能と考えられる教材・学習活動

感染症対策の観点から、指導順序を変更することが考えられる教材・学習活動

学校の授業以外での学習時数を差し引いた、学校での授業時数（変更の生じていないものは黒字で表示）

≪第三学年≫　総時数105時間のうち「書写」に10時間、「国語」に95時間を配当。そのうち「話すこと･聞くこと」に17時間程度、「書くこと」に22時間程度を当てた。

前後期
学校での
授業時数

三学期 配当月 単元名 教材名

学習目標･学習活動･評価規準 学習指導要領との対応
配当
時数

●内容にふさわしいよ
う、工夫して音読して
いる。

●作品に込められた
メッセージに応答して
読んでいる。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)0

二三年架橋
言葉をより深く理解
するために

前期 一学期 授業開き 最初の質問 0.5

0.5

4月

3

0.5

●「言葉をより深く理
解するために」を読ん
で、中三での言葉の学
習の方向性を理解す
る。

●「言葉をより深く理
解するために」を読ん
で、中三での言葉の学
習の方向性を理解して
いる。

●他者との対話、テク
ストを通じた作者との
対話を通じて、私たち
は自己との対話を深
め、理解力や表現力を
つけていくことを再認
識している。

2.5



ケナリも花、サクラ
も花

●言葉や国を超えたコ
ミュニケーションを考
える。

❶筆者の受けたインタ
ビューを整理し、コ
ミュニケーションの成
立という観点から、そ
れぞれのインタビュー
の違いを考え、交流す
る。

●言葉や国を超えたコ
ミュニケーションを考
えようとしている。

●筆者の受けたインタ
ビューを整理してい
る。

●コミュニケーション
の成立という観点か
ら、筆者の受けたイン
タビューの違いを理解
している。

●随想の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【必修②】
●表現から人物の思い
を捉える。

❷キーワードから筆者
の思いや考えを捉え
る。

●表現から人物の思い
を捉えようとしてい
る。

●表題に込められた筆
者の思いや考えを書い
ている。

●キーワードから筆者
の思いや考えを理解し
ている。

●表題やキーワードの
役割を理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷スヨンが記事の言外
に込めたメッセージを
捉える。

●スヨンが記事の言外
に込めたメッセージを
理解している。

●表題に込められた筆
者の思いや考えを書
く。

●表題に込められた筆
者の思いや考えを理解
している。

Water
●仲間の絆の深まりを
考える。

❶表現に即して、作品
中の仲間の絆の深まり
について説明する。

●仲間の絆の深まりを
考えようとしている。

●比喩表現の意味を踏
まえて書き換えてい
る。

●表現に即して、作品
中の仲間の絆の深まり
について理解してい
る。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ

【選択】
●会話表現・心理表現
の特徴と効果を捉え
る。

❷書き換えを通じて、
比喩表現の意味を捉
え、その効果を味わ
う。

●会話表現・心理表現
の特徴と効果を捉えよ
うとしている。

●視点人物を変えて作
品を書き換えている。

●比喩表現の意味を捉
え、効果を味わってい
る。

●比喩表現の意味と効
果を理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ

❸会話表現・心理表現
の意味を理解し、その
特徴と効果を捉える。

●会話表現・心理表現
の意味を理解し、その
特徴と効果を捉えてい
る。

●会話表現・心理表現
の特徴と効果を捉えて
いる。

❹視点人物を変えて書
き換え、作品を捉え直
し、読解を深める。

●視点人物を変えて作
品を捉え直し、読解を
深めている。

●「ごんぎつね」で、
ストーリーとプロット
の違いを理解する。

●ストーリーとプロッ
トの違いを理解してい
る。

(1)ｳ (1)ｲ

●「ケナリも花、サク
ラも花」で、ストー
リーをプロットに書き
直す。

●プロットを追う読み
によって、読解が深ま
ることを理解してい
る。

(2)ｱ (2)ｱ

(1)ｱｲｳｴ

(2)ｱｲ

●意見文とパブリッ
ク・スピーキングで
は、表現の仕方に違い
があることに気づく。

●スピーキング原稿を
よりよいものにするた
めに、話し合ってい
る。

●意見文とパブリッ
ク・スピーキングの違
いを意識しながら、ス
ピーキング原稿をまと
めている。

●意見文とパブリッ
ク・スピーキングでは
表現の仕方に違いがあ
ることを理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

●グループで話し合
い、意見文をパブリッ
ク・スピーキングの原
稿に変える。

●要件を満たしている
か、どんな工夫がなさ
れているかに注意しな
がら、パブリック・ス
ピーキングの発表を聞
いている。

●話し合いを通じて、
スピーキング原稿をよ
りよいものにしてい
る。

●パブリック・スピー
キングの要件を理解し
ている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲ

●グループ代表のパブ
リック･スピーキングを
クラス全体で聞く。

●パブリック･スピーキ
ングの要件を話し合っ
てまとめている。

●学習を振り返ってグ
ループで話し合い、パ
ブリック･スピーキング
の要件をまとめる。

0.5

3

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

●パブリック・スピー
キングの要件につい
て、気づいたことを出
し合っている。

4

●コミュニケーション
の成立という観点か
ら、それぞれのインタ
ビューの違いについ
て、交流している。

3.5

0 (1)ｲ(ｲ)

発見する読み１
問いのある読みへ
（「プロット」を考
える）

1

●プロットを追う読み
によって、読解が深ま
ることを理解してい
る。

●プロットを追う読み
によって、読解が深ま
ることを理解しようと
している。

0｜
●表現に即して、作品
中の仲間の絆の深さに
ついて説明している。

●「ケナリも花、サク
ラも花」で、ストー
リーをプロットに書き
直している。

●「ごんぎつね」で、
ストーリーとプロット
の違いを理解してい
る。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)0.5

5月

●パブリック・スピー
キングの仕方を考えて
実践する。

●パブリック・スピー
キングの仕方を考えて
実践しようとしてい
る。

●パブリック・スピー
キングの要件を理解し
ている。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

活動を考える１
話し言葉で伝えるた
めに

0.5

●パブリック・スピー
キングの要件に気づい
ている。

話す聞く１
世界に届ける言葉
（パブリック･スピー
キング）

3

●聞き手の共感を呼ぶ
話し方を考える。

●大勢の聞き手の心に
届く話、大勢の聞き手
と共有できる話が成立
する要件について考え
る。

●聞き手の共感を呼ぶ
話し方を考えようとし
ている。



(1)ｱｲｳｴｵ

(2)ｲ

文字を見抜く１ 表意文字と表音文字 1 0
●表意文字･表音文字に
ついて理解する。

●世界の文字には表音
文字と表意文字がある
ことを知り、ハングル
を例に表音文字につい
て、ピクトグラムを例
に表意文字について理
解を深める。

●ハングルやピクトグ
ラムに関心を持ち、文
字や標識の特徴や役割
を知ろうとしている。

●世界にはさまざまな
文字があることを知
り、表意文字である漢
字、表音文字である仮
名の特徴を生かして使
いこなす態度を身につ
けている。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

２生命 地獄の季節（扉詩） 0｜ 0
●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨こうとしてい
る。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

●語感を磨くために音
読・暗唱している。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

(1)ｳ (1)ｱｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

｜命の共鳴 握手
●歴史の中の生を考え
る。

❶握手の様子に込めら
れた、心理や暗示を捉
え、交流する。

●歴史の中の生を考え
ようとしている。

●指を打ち付ける動作
に込められた、「私」
の心理を捉えて書き換
えている。

●握手の様子に込めら
れた、心理や暗示につ
いて理解している。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

【必修①】
●モチーフ（手・指）
の使い方の違いから意
味や心理を捉える。

❶指を打ち付ける動作
に込められた、「私」
の心理を捉えて書き換
える。

●モチーフ（手・指）
の使い方の違いから意
味や心理を捉えようと
している。

●亡くなったルロイ宛
てに、彼の生き方や思
想について、再会時に
は言えなかった「私」
の思いを込めて手紙を
書いている。

●指を打ち付ける動作
に込められた、「私」
の心理を捉えている。

●モチーフ（手・指）
の使われ方について理
解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●表現を吟味して歴
史における生につい
ての理解を広げ深め

よう●

❷亡くなったルロイ宛
てに、彼の生き方や思
想について、再会時に
は言えなかった「私」
の思いを込めて手紙を
書く。

●ルロイの生き方や思
想について、再会時に
は言えなかった「私」
の思いを理解してい
る。

●語りの構造について
理解している。

●漫画を参考にして、
作品の語りの構造を捉
える。

●漫画を参考にして、
作品の語りの構造を捉
えている。

輝ける闇
●歴史に翻弄される生
を考える。

❶表現の細部を吟味し
て、戦争に翻弄される
「私」についての作者
の認識を捉える。

●歴史に翻弄される生
を考えようとしてい
る。

●比喩表現の意味につ
いて、交流している。

●比喩表現の意味を捉
えて書き換えている。

●表現の細部を吟味し
て、戦争に翻弄される
「私」についての作者
の認識を捉えている。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｲ(ｲ)

【必修②】
●比喩の効果を捉え
る。

❷書き換えなどによっ
て、比喩表現の意味を
捉え、交流する。

●比喩の効果を捉えよ
うとしている。

●比喩表現の効果につ
いて、交流している。

●比喩表現の効果につ
いて書いている。

●比喩表現の効果につ
いて理解している。

●比喩表現の効果につ
いて理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●比喩表現の効果につ
いて理解したことを
ノートなどに書き、交
流する。

●仲間同士で言葉を磨
き合うことの大切さを
理解する。

●句会の例に基づい
て、言葉を磨き合うこ
との大切さを理解す
る。

●仲間同士で言葉を磨
き合うことの大切さを
理解しようとしてい
る。

●句会の例に基づい
て、言葉を磨き合うこ
との大切さを理解して
いる。

●俳句の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴｵ

●俳句表現を検討する
方法を理解する。

●句会の例に基づい
て、俳句と短歌の違い
や俳句表現の評価の仕
方を理解する。

●俳句表現を検討する
方法を理解しようとし
ている。

●句会の例に基づい
て、俳句と短歌の違い
や俳句表現の評価の仕
方を理解している。

●句会の特徴を理解し
ている。

(2)ｳ

●俳句と短歌の違いや
評価の仕方の違いを理
解している。

0

5

4

3

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

5

●握手の様子に込めら
れた、心理や暗示につ
いて交流している。

●聞き手の心をつかむ
話し方を見つける。

●優れた工夫を捉えな
がら、有名なパブリッ
ク・スピーキングの記
録を読む。

●聞き手の心をつかむ
話し方を見つけようと
している。

●優れた工夫を捉えな
がら、有名なパブリッ
ク・スピーキングの記
録を読んでいる。

5月

6月

4 (1)ｱｳｴ

●パブリック・スピー
キングの工夫について
理解を深めている。

活動を考える２ 心を動かす言葉 0.5

(1)ｲ(ｲ)俳句（解説） 3



●俳句の表現に込めら
れた思いや情景を捉え
る。

❶情景や心情、作品が
書かれた社会的状況を
捉えて、交流する。

●俳句の表現に込めら
れた思いや情景を捉え
ようとしている。

●情景や心情、作品が
書かれた社会的状況に
ついて交流している。

●感動と工夫が表現で
きる音読方法を考え
て、それを文章にまと
め、交流している。

●情景や心情、作品が
書かれた社会的状況を
捉えている。

●俳句の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

●俳句特有の表現を捉
える。

❷無季も含めて、季語
とその働きを捉え、交
流する。

●俳句特有の表現を捉
えようとしている。

●無季も含めて、季語
とその働きについて交
流している。

●俳句を作っている。

●感動の中心をなす言
葉とその工夫を捉え、
感動と工夫が表現でき
る音読方法を考えてい
る。

●無季も含めて季語の
働きを理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❸感動した作品で、感
動の中心をなす言葉と
その工夫を捉え、感動
と工夫が表現できる音
読方法を考えて、それ
を文章にまとめ、交流
する。

●作った句を批評し
合っている。

●無季も含めて、季語
とその働きを捉えてい
る。

❹俳句を作り、批評し
合う。

●自他の句を批評して
いる。

●自己の意味を考え
る。

❶おもしろさの裏にあ
る風刺を捉える。

●自己の意味を考えよ
うとしている。

●詩に込められた作者
の主張について、考え
を交流している。

●おもしろさの裏にあ
る風刺や批評を理解し
ている。

●詩の特徴を理解して
いる。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

●風刺の意味を捉え
る。

❷自己の意味も意義
も、社会と関わる中で
明らかになるものだ、
という作者の主張を捉
え、その主張につい
て、考えを交流する。

●風刺の意味を捉えよ
うとしている。

●ミミコの発想のどん
な点に作者は解放感を
感じたのか、交流して
いる。

●詩に込められた作者
の主張を理解してい
る。

●詩に込められた風
刺・批評・主張・感動
の捉え方を理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❸ミミコの発想を吟味
し、その発想のどんな
点に作者は解放感を感
じたのか、交流する。

●ミミコの発想のどん
な点に作者は解放感を
感じたのか、理解して
いる。

黒い雨
●認識力の限界につい
て考える。

❶登場人物個々が経験
した恐怖や異常事態を
表に整理して通覧し、
戦災を認識する統一的
な視点が形成できない
ことに気づく。

●認識力の限界につい
て考えようとしてい
る。

●戦災の核心がつかめ
ないという認識の限界
について交流してい
る。

●戦災を認識する統一
的な視点が形成できな
いことを理解してい
る。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

【選択】
●認識を超えた体験を
記述する方法を捉え
る。

❶爆心地の様子が描か
れていないことに気づ
き、戦災の核心がつか
めないという認識の限
界について、交流す
る。

●認識を超えた体験を
記述する方法を捉えよ
うとしている。

●ばらばらの体験談を
語らざるを得ない理由
を戦災の規模などに求
め、交流している。

●戦災の核心がつかめ
ないという認識の限界
について理解してい
る。

●認識を超えた体験を
記述する方法や描写の
特徴について理解して
いる。

(2)ｱｲ (2)ｱｲ

❷統一的な視点も形成
できず、核心もつかめ
ないまま、ばらばらの
体験談を語らざるを得
ない理由を戦災の規模
などに求め、交流す
る。

●悲惨な状況を強調し
たよくある描写との違
いから、戦災の怖さを
醸し出している描写の
特徴を捉え、交流して
いる。

●ばらばらの体験談を
語らざるを得ない理由
を戦災の規模などに求
め、理解している。

●戦災や災害を捉える
視点について再認識し
ている。

❷悲惨な状況を強調し
たよくある描写との違
いから、戦災の怖さを
醸し出している描写の
特徴を捉え、交流す
る。

●同じ戦災を扱った詩
の、片仮名表記の理由
や爆心地との距離につ
いて交流している。

●悲惨な状況を強調し
たよくある描写との違
いから、戦災の怖さを
醸し出している描写の
特徴を捉えている。

❸同じ戦災を扱った詩
の、片仮名表記の理由
や爆心地との距離につ
いて、考えを交流す
る。

●同じ戦災を扱った詩
の、片仮名表記の理由
や爆心地との距離につ
いて理解している。

❹大きな戦災や災害の
渦中にいる人々の苦悩
や状況について、人間
関係や社会組織に視点
を当てて考える。

●大きな戦災や災害の
渦中にいる人々の苦悩
や状況について、人間
関係や社会組織に視点
を当てて理解してい
る。

―

2

0

俳句十五句 ―

6月

7月 0｜

●登場人物個々が経験
した恐怖や異常事態を
表に整理して通覧して
いる。

(1)ｱｲｳ (1)ｲ(ｲ)

存在 2



●解説文を読んで、読
む行為は作品の言葉を
介した新しい意味の生
成であることを理解す
る。

●読む行為は作品の言
葉を介した新しい意味
の生成であることを理
解している。

●読む行為や交流につ
いて、読者による意味
生成という観点から再
認識している。

(1)ｱｲｳｴｵ

●解説文を読んで、解
釈を深めるには、友達
と解釈を交流して、よ
り充実した意味の生成
を試みることが必要で
あることを理解する。

●解釈を深めるには、
友達と解釈を交流し
て、より充実した意味
生成を試みることが必
要であることを理解し
ている。

●交流の意義について
再認識している。

(2)ｱｲｳ

●次の手順で批評文を
書く。

●詩を読みながら書き
出したことについてグ
ループで話し合い、話
し合いによって、自分
の解釈の幅が広がるこ
とに気づいている。

●詩を読んで、その表
現・展開・主題などに
ついて書き出してい
る。

●批評の要件について
理解している。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

①既習の詩を一つ選
び、同じ詩を選んだ者
でグループを作る。

●詩について話し合っ
たことをグループごと
に発表している。

●一人読みとグループ
読みの違いについて感
想をまとめている。

●交流によって、作品
の解釈が広がることを
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱｲ (2)ｱｲｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

②詩を読んで、その表
現・展開・主題などに
ついて、話し合いたい
ことを書き出す。

●グループ内で批評文
を読み合い、感想を交
流している。

●詩について書き出し
たことや話し合ったこ
とをもとに、詩の批評
文を書いている。

③書いたことを出し
合って、グループで話
し合う。

●学習を振り返り、批
評の要件について話し
合っている。

●グループ内で批評文
を読み合っている。

④一人読みとグループ
読みの違いについて感
想をまとめ、グループ
読みで自分の解釈の幅
が広がることに気づ
く。

⑤詩について話し合っ
たことをグループごと
に発表する。

⑥詩について書き出し
たことや話し合ったこ
とをもとに、詩の批評
文を書く。

⑦グループ内で批評文
を読み合い、感想を交
流する。

●学習を振り返り、批
評の要件について話し
合う。

●公文である常用漢字
表に、なぜあまり目に
することのない漢字が
収められているのかを
知り、日本国憲法の条
文に見られる語で確か
める。

●常用漢字表の成立と
改定について、その経
過や趣旨を知る。

2.5

0.5

(1)ｲ(ｲ)

書く１
批評する言葉（批評
文を書く）

2.5
●友達と一緒に批評の
言葉を見つける。

●友達と一緒に批評の
言葉を見つけようとし
ている。

●既習の詩を一つ選
び、読み込んでいる。

活動を考える３ 考えを深める 0.5
●解釈を深める方法を
考える。

●解釈を深める方法を
考えようとしている。

0.5

7月

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●常用漢字表に関心を
持ち、収められている
漢字を確かめようとし
ている。

文字を見抜く２ 常用漢字表の話 1
●常用漢字表について
理解する。

●常用漢字表などの公
文があることを知り、
必要があれば参照する
態度を身につけてい
る。



●同じ内容について別
種の文体で書かれた四
つの文章を比較し、そ
れぞれの文章の工夫に
ついて考える。

●朝起きてから授業ま
での出来事を異なる文
体で書いたものについ
て、どのように違うか
感想を述べ合ってい
る。

●同じ内容について別
種の文体で書かれた四
つの文章を比較し、そ
れぞれの文章の工夫に
ついて考えている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

●朝起きてから授業ま
での出来事を異なる文
体で書き、友達と読み
合って、その違いにつ
いて感想を述べ合う。

●文体を変えて書く体
験から、何を感じ、何
を考えたか、話し合っ
ている。

●朝起きてから授業ま
での出来事を異なる文
体で書き、その違いに
ついて考えている。

(2)ｱｲ (2)ｱｲｳ

●文体を変えて書く体
験から、感じたことや
考えたことをまとめ、
話し合う。

●文体によって情報の
伝わり方が違ってくる
ことについて、話し
合っている。

●文体を変えて書く体
験から、感じたことや
考えたことをまとめて
いる。

●文体によって情報の
伝わり方が違ってくる
ことについて自分の考
えをまとめ、話し合
う。

●文体によって情報の
伝わり方が違ってくる
ことについて自分の考
えをまとめている。

●語り手と「保吉」の
関係を考える。

●語り手と「保吉」の
関係を考えている。

●近代小説の特徴を理
解している。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

●作者の他の短編を読
んで、「少年」と比
べ、結果を報告し合
う。

●作者の他の短編を読
んで、「少年」と比べ
ている。

●情景描写の役割を理
解している。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

二学期 ３群像
センブリを採りに行
く（扉詩）

0｜ 0
●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨こうとしてい
る。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

●語感を磨くために音
読・暗唱している。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

(1)ｳ (1)ｱｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

｜未来への問い
ディズニーランドと
いう聖地

●価値観の起源を考え
る。

❶本文を三つに分け、
相互の関係を吟味する
ことによって、論理展
開を表に書いて捉え
る。

●価値観の起源を考え
ようとしている。

●ディズニーの自然観
から文明観が生まれる
過程について交流して
いる。

●本文を三つに分け、
相互の関係を吟味する
ことによって、論理展
開を表に書いている。

●本文を三つに分け、
相互の関係を吟味する
ことによって、論理展
開を捉えている。

●評論の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【必修①】
●論理の展開の仕方を
捉える。

❷ディズニーの自然観
から文明観が生まれる
過程について交流し、
ディズニーが理想とし
た文明のあり方につい
て発表する。

●論理の展開の仕方を
捉えようとしている。

●ディズニーが理想と
した文明のあり方につ
いて発表している。

●学習を通じて再認識
したことを、文章にま
とめている。

●ディズニーの自然観
から文明観が生まれる
過程を捉えている。

●論理の展開の仕方を
理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●表現を吟味して思
考することの意味に
ついて考えよう●

❸キーワードに着目し
て、筆者のランド評価
を捉え、ランドの価値
観が自分自身の生活に
浸透している例を出し
合う。

●ランドの価値観が自
分自身の生活に浸透し
ている例を出し合って
いる。

●ディズニーが理想と
した文明のあり方につ
いて理解している。

●学習を通じて再認識
したことを、文章にま
とめている。

●キーワードに即し
て、筆者のランド評価
を捉えている。

0.5

3.5

2 (1)ｲ(ｲ)

読書１ 少年

情報と表現１
情報を自分のものと
するために（言葉の
工夫を知る）

2
●文体による表現効果
の違いを考える。

7月

4

●文体による表現効果
の違いを考えようとし
ている。

●朝起きてから授業ま
での出来事をメモに取
り、そのメモに基づき
ながら異なる文体で書
き、友達と読み合って
いる。

●伝えようとする情報
の意図にふさわしい文
体があることを理解し
ている。

9月

2
●語り手を意識して読
みの幅を広げる。

●語り手を意識して読
みの幅を広げようとし
ている。

●作者の他の短編を読
んで、「少年」と比
べ、結果を報告し合っ
ている。

(1)ｱｲｳｴ



運動会
●歴史に原因を求める
方法について考える。

❶段落構成から論理展
開を捉え、運動会の発
生史についての筆者の
分析を表にまとめ、筆
者の主張を支える事例
を抜き出す。

●歴史に原因を求める
方法について考えよう
としている。

●運動会の発生史につ
いての筆者の分析を表
にまとめ、筆者の主張
を支える事例を抜き出
している。

●段落構成から論理展
開を捉えている。

●評論の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴ (1)ｲ(ｲ)

【必修②】
●視点に着目して主張
を捉える。

❷「文化としてのス
ポーツ」成立の三要件
を整理し、現代のス
ポーツ・イベントが三
要件に該当するか評価
し、その結果を発表す
る。

●視点に着目して主張
を捉えようとしてい
る。

●「文化としてのス
ポーツ」成立の三要件
を整理している。

●運動会の発生史につ
いての筆者の分析と主
張を支える事例を捉え
ている。

●段落構成から論理展
開や文章展開を捉える
ことができた。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❸筆者の主張に基づい
て、身の回りの運動会
を吟味する。

●筆者の主張に基づい
て、身の回りの運動会
を吟味している。

●「文化としてのス
ポーツ」成立の三要件
を捉えている。

●「文化としてのス
ポーツ」成立の三要件
に現代のスポーツ・イ
ベントが該当するか、
評価している。

武蔵野の風景
●歴史を踏まえた思考
の深まりについて考え
る。

❶自然保護や環境保護
についての既有知を書
いて確認する。

●歴史を踏まえた思考
の深まりについて考え
ようとしえいる。

●自然保護や環境保護
についての既有知を書
いている。

●思考を深めたり広げ
たりする上で、歴史か
ら発想を得る方法がど
のように有効に働いて
いるかについて理解し
ている。

●評論の特徴を理化し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ

【選択】
●論理的表現の深め方
を捉える。

➋筆者が開発史や自然
保護の歴史から得た発
想を整理する。

●論理的表現の深め方
を捉えようとしてい
る。

●筆者が開発史や自然
保護の歴史から得た発
想を整理している。

●論理展開に即して、
筆者の思考の深まり方
を詳しく捉えている。

●論理的表現の深め方
を理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｲ

❷思考を深めたり広げ
たりする上で、歴史か
ら発想を得る方法がど
のように有効に働いて
いるかについて、交流
する。

●二次的な自然の創出
と環境破壊の違いにつ
いてまとめ、自然保護
や環境保護についての
既有知の更新を確認し
ている。

❸論理展開に即して、
筆者の思考の深まり方
を詳しく捉える。

❹二次的な自然の創出
と環境破壊の違いにつ
いてまとめ、自然保護
や環境保護についての
既有知の更新を確認す
る。

●登場人物の言動で、
「述べられているこ
と」を抜き出す。

●登場人物の言動で、
「述べられているこ
と」を抜き出してい
る。

●「述べられているこ
と」に基づいて「述べ
られていない」言動や
気持ちを想像してい
る。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

●「述べられているこ
と」に基づいて自分が
想像した「述べられて
いない」言動や気持ち
を書き出す。

●「述べられているこ
と」に基づいて自分が
想像した「述べられて
いない」言動や気持ち
を書き出している。

●想像したことの共通
点や相違点を吟味し、
読解が一致した理由や
異なった理由について
捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱｳ

●想像したことの共通
点や相違点を吟味し、
読解が一致した理由や
異なった理由について
交流する。

9月～

10月

4

0

1

●「文化としてのス
ポーツ」成立の三要件
に現代のスポーツ・イ
ベントが該当するか、
その結果を発表してい
る。

●思考を深めたり広げ
たりする上で、歴史か
ら発想を得る方法がど
のように有効に働いて
いるかについて、交流
している。

(1)ｲ(ｲ)

発見する読み２
「述べられていない
こと」を見つめる
（ふっくらと）

1

●「述べられていない
こと」を読者が補うこ
とによって、読解の多
様性が生じることを再
認識する。

●「述べられていない
こと」を読者が補うこ
とによって、読解の多
様性が生じることを再
認識しようとしてい
る。

●想像したことの共通
点や相違点を吟味し、
読解が一致した理由や
異なった理由について
交流している。

●「述べられていない
こと」を補うことが読
解上重要であり、それ
によって読解の多様性
が生じることについて
再認識している。

(2)ｱ (1)ｲ(ｲ)

0｜

4



●既習教材から、物事
を多角的に捉えると、
考察が充実することを
確認する。

●多角的に捉える練習
をする。

●話し合いのテーマと
どの立場に立つかを決
める。

●主張を裏づける資料
や発表プログラムにつ
いて、意見を出し合っ
ている。

●予想される反論に対
する回答も考えて、自
分たちの主張を整理
し、説得に有効な資料
を準備している。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ

●同じ立場に立つ者同
士でグループを作り、
グループ内で意見を出
し合って、説得のため
の資料を集める。

●自分たちの主張をま
とめるために話し合っ
ている。

●自分たちの主張を発
表する手順を、発表プ
ログラムにまとめてい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱｲ

●同じ立場の他のグ
ループも協力して、自
分たちの主張をまと
め、主張を裏づける資
料や発表プログラムを
準備する。

●各グループの主張の
共通点や相違点などを
聞き分け、自分の考え
を広げたり深めたりし
ている。

●パネリスト･グループ
を選出し、パネルディ
スカッションを行う。

●それぞれのグループ
で、パネルディスカッ
ションの進め方や内容
について話し合ってい
る。

●それぞれのグループ
で、パネルディスカッ
ションの進め方や内容
を振り返る。

●日本語の拍について
理解する。

●拍に関心を持ち、拍
から日本語の特徴を知
ろうとしている。

●日本語の使い手とし
て、日本語の特徴を考
える態度を身につけて
いる。

●点字について理解
し、使ってみる。

●視覚障害の人にとっ
ての点字の役割を知ろ
うとしている。

●点字についての理解
を深め、せめて点字に
よる案内などを傷つけ
ないようにする態度を
身につけている。

●文章の構造・段落ど
うしの関係について知
る。

●練習問題で知識を確
かめる。

0.5

2.5

1

0

●物事を多角的に捉え
ると、考察が充実する
ことを理解している。

●パネルディスカッ
ションの方法やよさに
ついて理解している。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)

活動を考える４
いろいろな立場で考
える

話す聞く２
多様な意見の交差
（グループ・パネル
ディスカッション）

2.5

●パネルディスカッ
ションの方法を知り、
実践する。

●物事を多角的に捉え
る方法を考えようとし
ている。

●パネルディスカッ
ションの方法を知り、
実践しようとしてい
る。

0.5
●物事を多角的に捉え
る方法を考える。

〔(1)ｴｵ〕 (1)ｲ(ｲ)

●一つの問題を三つ以
上の立場で取り扱う設
定を行うことで、多角
的に捉える練習をして
いる。

後期 文字を見抜く３ 文字と拍 (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

文法の学習１
文章の構造・段落ど
うしの関係

1

●文章の構造・段落ど
うしの関係について理
解する。

1
●点字と拍について理
解する。

10月

(1)ｲ(ｱ)

●文章の構造・段落ど
うしの関係について知
り、その知識を言語活
動に生かそうとしてい
る。

●文章の構造・段落ど
うしの関係について見
方、考え方、知識を身
につけている。



◎物語から想像したこ
とをもとに、作者と対
話する。

❶主人公を取り巻く世
界は他者との関係の総
体であることを、表に
整理して捉え、説明す
る。

◎物語から想像したこ
とをもとに、作者と対
話しようとしている。

●主人公を取り巻く世
界は他者との関係の総
体であることを説明し
ている。

●主人公を取り巻く世
界を表に整理してい
る。

●主人公を取り巻く世
界は他者との関係の総
体であることを理解し
ている。

●物語の構造を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴ

●人間の存在にとっ
て、他者との関係とは
何かを考える。

❷「寂しさ」が分かっ
ていく過程での他者と
の関係の変化につい
て、考えを交流し、変
化に沿って物語の構造
を捉える。

●人間の存在にとっ
て、他者との関係とは
何かを考えようとして
いる。

●「寂しさ」が分かっ
ていく過程での他者と
の関係の変化につい
て、考えを交流してい
る。

●作者にきいてみたい
ことと、予想される作
者の答えを書いてい
る。

●「寂しさ」が分かっ
ていく過程での他者と
の関係の変化について
捉え、その変化に沿っ
て物語の構造を把握し
ている。

●対話的に読むこと
で、読解を広げ深める
ことができることを理
解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ

●寂しいという言葉を
巡る物語の構造を読み
取る。

❸作者にきいてみたい
ことと、予想される作
者の答えを書く。

●寂しいという言葉を
巡る物語の構造を読み
取ろうとしている。

４伝統 消えゆく虫（扉詩） 0｜ 0
●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨こうとしてい
る。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

●語感を磨くために音
読・暗唱している。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

(1)ｳ (1)ｱｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

｜今に向かって
●体験と響き合う「言
葉との出会い」につい
て理解している。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)

●体験と響き合う「言
葉との出会い」を古典
に求めることが、古典
の主体的継承につなが
ることに気づいてい
る。

(2)ｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

●歌に詠まれた心情や
情景、歌が詠まれた背
景を捉える。

❶それぞれの和歌が、
どのような情景、人間
関係、心情を詠んでい
るか理解する。

●歌に詠まれた心情や
情景、歌が詠まれた背
景を捉えようとしてい
る。

●印象深い和歌を選
び、意味のまとまりや
句切れに注意して音読･
暗唱している。

●印象深い万葉集歌を
選び、作者の状況、詠
まれた情景や心情など
を解説する文章を書い
ている。

●それぞれの和歌が、
どのような情景、人間
関係、心情を詠んでい
るか理解している。

●和歌の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●意味のまとまりや句
切れに注意して音読
し、暗唱する。

❷印象深い万葉集歌を
選び、作者の状況、詠
まれた情景や心情など
を捉え、解説する文章
を書く。

●意味のまとまりや句
切れに注意して音読
し、暗唱しようとして
いる。

●印象深い和歌につい
て、強い印象を受けた
理由を表現に即して出
し合い、交流してい
る。

●和歌の修辞に着目し
て、新たに気づいたこ
とを書いている。

●印象深い万葉集歌を
選び、作者の状況、詠
まれた情景や心情など
を捉えている。

●意味のまとまりや句
切れ、調べ、さまざま
な修辞法について理解
している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

❸印象深い和歌を選
び、意味のまとまりや
句切れに注意して音読･
暗唱し、強い印象を受
けた理由を表現に即し
て出し合い、交流す
る。

●印象深い和歌につい
て、強い印象を受けた
理由を表現に即して理
解している。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❹和歌の修辞に着目し
て、新たに気づいたこ
とを書く。

●修辞に着目して、和
歌の理解を深めてい
る。

古典和歌の表現法
（修辞）

― ―
●和歌の句切れや調
べ、さまざまな修辞法
について理解する。

●和歌の句切れや調
べ、さまざまな修辞法
について理解する。

●和歌の句切れや調
べ、さまざまな修辞法
について理解しようと
している。

●和歌の句切れや調
べ、さまざまな修辞法
について理解してい
る。

(1)ｱ(ｱ)

11月

2

0

3

10月 表現に向かう読み 寂しいお魚 2 (1)ｲ(ｲ)

●古典を次代に手渡
すための出会いを実

現しよう●

万葉･古今･新古今
（歌の源流へ）

3

●体験と響き合う「言
葉との出会い」を求め
て古典に向おうとす
る、読みの構えを作
る。

●体験と響き合う「言
葉との出会い」につい
て考え、古典の読みの
構えを作ろうとしてい
る。

●伝統文化の主体的継
承には、伝統文化との
濃密な出会いが必須で
あることについて理解
している。

言葉との出会い 1

●体験と響き合う「言
葉との出会い」につい
て考え、古典の読みの
構えを作る。



●発見を促し感受性を
広げる言葉の力を捉え
る。

❶「春はあけぼの」の
叙述を多角的に吟味
し、言葉の力に触れ
る。

●発見を促し感受性を
広げる言葉の力を捉え
ようとしている。

●「香炉峰の雪」の
テーマについて、言葉
の共有という観点から
交流している。

●「春はあけぼの」の
叙述を多角的に吟味し
ている。

●「春はあけぼの」の
言葉の力に触れ、体験
に照らして言葉の力を
実感している。

●随想の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●言葉を共有する喜び
を捉える。

❶「春はあけぼの」の
叙述に重なる自分の体
験を想起して、「春は
あけぼの」の言葉の力
を実感する。

●言葉を共有する喜び
を捉えようとしてい
る。

●言葉の力や言葉の共
有について、気づいた
ことを交流している。

●「うつくしきもの」
の三例を比較・吟味し
ている。

●「うつくしきもの」
の言葉の力に触れ、自
分の体験を書くことに
よって言葉の力を実感
している。

●言葉の力や言葉の共
有について、理解を深
めている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

❷「うつくしきもの」
の三例を比較・吟味
し、物事の新しい側面
を見つけ出す言葉の力
に触れる。

●「うつくしきもの」
にならって、書くこと
によって自分の体験の
新しい側面を見つけ出
している。

●「香炉峰の雪」で筆
者が御簾を挙げた理由
を、漢詩の内容から捉
えている。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷書くことによって自
分の体験の新しい側面
を見つけ出し、「うつ
くしきもの」の言葉の
力を実感する。

●「香炉峰の雪」で中
宮が喜んだ理由を、他
の女房の発言から捉え
ている。

❸「香炉峰の雪」で筆
者が御簾を挙げた理由
を、漢詩の内容から捉
える。

●「香炉峰の雪」の
テーマを、言葉の共有
という観点から捉えて
いる。

❸「香炉峰の雪」で中
宮が喜んだ理由を、他
の女房の発言から捉え
る。

●言葉の力や言葉の共
有について、理解を深
めている。

❸「香炉峰の雪」の
テーマを、言葉の共有
という観点から考え、
交流する。

●言葉の力や言葉の共
有について、気づいた
ことを交流し、理解を
深める。

●詩に詠まれた心情や
情景、詩が詠まれた背
景を捉える。

❶それぞれの漢詩の対
句や起承転結の構成に
ついて、理解を交流す
る。

●詩に詠まれた心情や
情景、詩が詠まれた背
景を捉えようとしてい
る。

●それぞれの漢詩の対
句や起承転結の構成に
ついて、理解を交流し
ている。

●対句や起承転結の構
成について、理解して
いる。

●漢詩の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●詩の情景や心情を想
像し、詩の展開を踏ま
えて音読する。

❶それぞれの漢詩が、
どのような情景、人間
関係、心情を描いてい
るか理解し、短い文章
にまとめる。

●詩の情景や心情を想
像し、詩の展開を踏ま
えて音読しようとして
いる。

●情景や心情、構成の
理解に基づき音読して
いる。

●それぞれの漢詩が、
どのような情景、人間
関係、心情を描いてい
るか、理解している。

●対句や起承転結の構
成について、理解して
いる。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

❷情景や心情、構成の
理解に基づいて音読す
る。

●漢詩が日本古典に与
えた影響を確認してい
る。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●漢詩が日本古典に与
えた影響を確認する。

11月

3

2.5

枕草子（発見する言
葉）

3

●それぞれの漢詩が、
どのような情景、人間
関係、心情を描いてい
るか、短い文章にまと
めている。

漢詩 3



●風景を描く言葉に込
められた言語文化への
思いを捉える。

❶「旅立ち」を読ん
で、芭蕉が自分をどの
ような伝統文化の中に
位置づけているか、旅
に出たいという強い気
持ちがどのように表さ
れているか、表現に即
して捉え、交流する。

●風景を描く言葉に込
められた言語文化への
思いを捉えようとして
いる。

●「旅立ち」を読ん
で、芭蕉が自分をどの
ような伝統文化の中に
位置づけているか、旅
に出たいという強い気
持ちがどのように表さ
れているかについて、
交流している。

●「平泉」の展開に即
して見出しをつけてい
る。

●「旅立ち」を読ん
で、芭蕉が自分をどの
ような伝統文化の中に
位置づけているか、旅
に出たいという強い気
持ちがどのように表さ
れているか、表現に即
して理解している。

●芭蕉の紀行文の特徴
を理解している。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●印象深い風景が描か
れた句を引用して文章
を書く。

❶見出しをつけること
によって「平泉」の展
開を捉え、前半から後
半への発展を「草む
ら」に着目して考え
る。

●印象深い風景が描か
れた句を引用して文章
を書こうとしている。

●理解に基づき「平
泉」を音読している。

●印象深い風景が描か
れた芭蕉の句を引用し
て芭蕉に手紙を書いて
いる。

●「平泉」の展開を捉
え、前半から後半への
発展を「草むら」に着
目して理解している。

●応答的な読みが読解
を深めることを理解し
ている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

❶「おくのほそ道」の
冒頭と末尾の、「行
く」の照応に込められ
た芭蕉の人生観を考え
る。

●「おくのほそ道」の
冒頭と末尾の、「行
く」の照応に込められ
た芭蕉の人生観を理解
している。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❷印象深い風景が描か
れた芭蕉の句を引用し
て芭蕉に手紙を書くこ
とによって、応答的な
読みを実現する。

●印象深い風景が描か
れた芭蕉の句を引用し
て芭蕉に手紙を書くこ
とによって、応答的な
読みを実現している。

●理解に基づき「平
泉」を音読する。

12月
おくのほそ道（言葉
が見た風景）

4 3.5



●異界や異界と人間世
界との関係を捉えた言
葉に触れて、現実の奥
深さを考える。

❶異界についての既有
知を出し合う。

●異界や異界と人間世
界との関係を捉えた言
葉に触れて、現実の奥
深さを考えようとして
いる。

●異界についての既有
知を出し合っている。

●「オクナイサマ」信
仰を一文で説明してい
る。

●「オクナイサマ」信
仰について理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)(ｲ)

●異界と出会った体験
を想像して、音読す
る。

《15段》
●異界と出会った体験
を想像して、音読しよ
うとしている。

●「オクナイサマ」の
話に表された異界観や
異界と人間世界の関係
について、交流してい
る。

●「オクナイサマ」の
言行とされた出来事を
書き出している。

●「オクナイサマ」の
言行とされた出来事を
捉えている。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｲ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

❶「オクナイサマ」信
仰を一文で説明する。

●「鳥御前」の話に表
された異界観や異界と
人間世界との関係につ
いて、交流している。

●遠野物語を引用しな
がら評論文を書き、相
互に読み合っている。

●「オクナイサマ」の
話に表された異界観や
異界と人間世界との関
係について理解してい
る。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶「オクナイサマ」の
言行とされた出来事を
書き出す。

●異界を含む現実の奥
深さを、聞き手に伝え
ようとする語り手の気
持ちが表れるように工
夫して、二つの話を音
読している。

●「鳥御前」は山（異
界）をどのように捉え
ているか、言動に着目
して理解している。

❶「オクナイサマ」の
話に表された異界観や
異界と人間世界の関係
について、交流する。

●遠野物語についての
評論文を書くために、
次の点について交流し
ている。

●山の神（異人）を語
り手はどのように捉え
ているか、遭遇場面か
ら理解している。

《91段》
①現代人の異界観との
類似点や相違点は何
か。

●「鳥御前」の話に表
された異界観や異界と
人間世界との関係につ
いて、理解している。

❶「鳥御前」は山（異
界）をどのように捉え
ているか、言動に着目
して考える。

②柳田国男が異界の話
や異界を語る人々に引
きつけられた理由は何
か。

●異界を含む現実の奥
深さを、聞き手に伝え
ようとする語り手の気
持ちを理解している。

❶山の神（異人）を語
り手はどのように捉え
ているか、遭遇場面か
ら考える。

●遠野物語について書
いた評論文を読み合
い、相互に批評し合っ
ている。

●遠野物語についての
評論文を書くために、
次の点について理解を
深めている。

❶「鳥御前」の話に表
された異界観や異界と
人間世界との関係につ
いて、交流する。

●「鳥御前」と類似の
宮沢賢治の「祭の晩」
を読み比べて、登場す
る異人の類似点や相違
点を捉え、交流してい
る。

①現代人の異界観との
類似点や相違点は何
か。

❷異界を含む現実の奥
深さを、聞き手に伝え
ようとする語り手の気
持ちが表れるように工
夫して、二つの話を音
読する。

②柳田国男が異界の話
や異界を語る人々に引
きつけられた理由は何
か。

●交流を通じて、次の
点について理解を深
め、遠野物語を引用し
ながら評論文を書い
て、相互に批評し合
う。

●遠野物語について書
いた評論文を相互に批
評し合うことを通じ
て、理解を深めてい
る。

①現代人の異界観との
類似点や相違点は何
か。

●「鳥御前」と宮沢賢
治「祭の晩」を読み比
べ、登場する異人の類
似点や相違点を捉えて
いる。

②柳田国男が異界の話
や異界を語る人々に引
きつけられた理由は何
か。

●「鳥御前」と宮沢賢
治「祭の晩」を読み比
べ、登場する異人の類
似点や相違点を捉え、
交流する。

●近代以降の文語文の
特徴を理解している。

12月
遠野物語（抄）（異
界を捉える言葉）

2 1.5



●言語文化の継承は更
新を伴うことを理解す
る。

●言語文化の継承は更
新を伴うことを理解し
ようとしている。

●言語文化の継承は更
新を伴うことを理解し
ている。

●更新を伴う言語文化
の継承の一例として、
本歌取りを理解してい
る。

(1)ｱｲｳｴｵ (1)ｱ(ｱ)

●更新を伴う言語文化
の継承の一例として本
歌取りを理解する。

●更新を伴う言語文化
の継承の一例として本
歌取りを理解しようと
している。

●言語文化の継承と更
新の一例として本歌取
りを理解している。

●本歌取りについて理
解している。

(2)ｱｲ (1)ｲ(ｱ)

●本歌取りについて理
解している。

活動を考える５ 記憶を掘り起こす 0.5 0
●自分の学びの履歴を
振り返る。

●自分の学びの履歴の
中で重要な出来事や出
会いなどを文章にまと
めるために、年表を作
成する。

●自分の学びの履歴を
振り返ろうとしてい
る。

●自分の学びの履歴を
振り返り、年表を作成
している。

●自分の学びの履歴を
振り返ることの意義を
理解している。

(1)ｱ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

●年表を見ながら、新
しい見方や考え方を
知った経験がなかった
か思い出す。

●思い出したことを
「～に気づいたのはあ
のときかもしれない」
という短い文で端的に
書いている。

●随想の書き方を理解
している。

(1)ｱｲｳ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

●思い出したことを短
い文に書く。

●新たに気づいたこ
と、気づいたきっか
け、自分にとっての意
味という三つの項目
で、思い出したことを
整理している。

●表現を工夫して書
き、推敲する方法を理
解している。

(2)ｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●新たに気づいたこ
と、気づいたきっか
け、自分にとっての意
味という三つの項目
で、思い出したことを
整理する。

●順序、書き出し、文
末表現を工夫して、経
験とそれに対する自分
の意味づけがうまくつ
ながるように、分かり
やすく書いている。

●順序、書き出し、文
末表現を工夫して、経
験とそれに対する自分
の意味づけがうまくつ
ながるように組み立て
を考えて、文章にまと
める。

(1)ｲ(ｱ)

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

言葉と生活

・

言葉と文化

12月

古典読書
先人の達成と共に
（本歌取りなど）

1

●解説文を読んで、さ
まざまな言語文化の継
承のあり方を理解す
る。

0

書く２
あのときかもしれな
い（エッセイを書
く）

2.5
●今の自分を生かして
いるものを見つめる。

●今の自分を生かして
いるものを見つめよう
としている。

●筆者の気づきや表現
の工夫に着目して、
「これから生きていく
上で」を読んでいる。

1

●平仮名･片仮名につい
て理解する。

●平仮名･片仮名の用い
られている資料の一部
を読んで、平仮名･片仮
名についての理解を深
め、一覧表で現行の平
仮名･片仮名のもとに
なった漢字を確かめ
る。

●平仮名･片仮名の役割
を考え、使いこなそう
としている。

(1)ｱｲｳｴｵ

文字を見抜く４ 平仮名と片仮名 1
●平仮名･片仮名を使い
こなしている。

0

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)
●和語への漢語･外来語
導入について、歴史を
踏まえて理解する。

●日本語の由来につい
て知り、言語生活を豊
かにするためにその知
識を生かそうとしてい
る。

●日本語の主体的な継
承者として母語を捉え
る態度を身につけてい
る。

日本語の由来 1

●和語･漢語･外来語の
由来について理解す
る。

1



三学期 ５世界
言葉のない世界（扉
詩）

0｜ 0
●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨く。

●音読･暗唱によって語
感を磨こうとしてい
る。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

●語感を磨くために音
読・暗唱している。

●音読･暗唱によって語
感を磨いている。

(1)ｳ (1)ｱｴｵ (1)ｲ(ｱ)(ｲ)

｜世代を超えて 灯台
●時代の変化との向き
合い方を考える。

❶表現の細部が象徴す
るものと作品の時代背
景とを関連づけて、小
説の舞台が「灯台」で
あったことの象徴的な
意味を捉え、それを感
じた部分をノートなど
に抜き出し、その意味
を書く。

●時代の変化との向き
合い方を考えようとし
ている。

●「不安定」「光」
「闇」など、表現の細
部が象徴している意味
について、説明してい
る。

●作品の時代背景を表
す表現を抜き出してい
る。

●「不安定」「光」
「闇」など、表現の細
部が象徴している意味
を捉えている。

●短編小説の特徴を理
解している。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【必修①】
●象徴表現の特長を捉
える。

❷「灯台守」が「僕」
を認知できなかった理
由を、「僕」の立場の
変化や成長による変化
などに着目して説明す
る。

●象徴表現の特長を捉
えようとしている。

●小説の舞台が「灯
台」であったことの象
徴的な意味について、
交流している。

●象徴表現の効果につ
いて書いている。

●表現の細部が象徴す
るものと作品の時代背
景とを関連づけて、小
説の舞台が「灯台」で
あったことの象徴的な
意味を理解している。

●象徴表現の効果や特
長について理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●表現を吟味して未
来に向かう認識を持

とう●

❸「僕」が「灯台守」
との関わりの中から得
たものを考える。

●「灯台守」が「僕」
を認知できなかった理
由を、「僕」の立場の
変化や成長による変化
などに着目して説明し
ている。

●「灯台守」が「僕」
を認知できなかった理
由を、「僕」の立場の
変化や成長による変化
などに着目して捉えて
いる。

●象徴表現の効果につ
いて書く。

●「僕」が「灯台守」
との関わりの中から得
たものを理解してい
る。

故郷
●他者と共有し得る未
来への願いを考える。

❶閠土、「私」、楊お
ばさんの変化を表に整
理する。

●他者と共有し得る未
来への願いを考えよう
としている。

●登場人物の変化に象
徴された時代状況につ
いて、考えを交流して
いる。

●閠土、「私」、楊お
ばさんの変化を表に整
理している。

●閠土、「私」、楊お
ばさんの変化を理解し
ている。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【必修②】
●人物や風景の変化に
象徴された時代状況を
捉える。

❶「私」と閏土の再会
の悲しみについて、二
人の変化と再会時の言
動を踏まえて書く。

●人物や風景の変化に
象徴された時代状況を
捉えようとしている。

●空や月が象徴するも
のは何か、考えを交流
している。

●「私」と閏土の再会
の悲しみについて、二
人の変化と再会時の言
動を踏まえて書いてい
る。

●「私」と閏土の再会
の悲しみについて、二
人の変化と再会時の言
動を踏まえて理解して
いる。

●象徴表現について理
解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

❶登場人物の変化に象
徴された時代状況につ
いて、考えを交流す
る。

●象徴表現である空や
月の役割は何か、考え
を交流している。

●空や月の描写の違い
を表にまとめている。

●登場人物の変化に象
徴された時代状況を理
解している。

●視点を変えて作品を
捉え直すことによっ
て、読解が深まること
を理解している。

❷空や月の描写の違い
を表にまとめる。

●「私」の希望や願い
は何か、考えを交流し
ている。

●空や月の描写の違い
を捉えている。

❷空や月が象徴するも
のは何か、表を見なが
ら考えを交流する。

●作者やさまざまな登
場人物になって問答を
行っている。

●空や月の描写が象徴
するものを理解してい
る。

❷象徴表現である空や
月の役割は何か、考え
を交流する。

●象徴表現である空や
月の描写の役割を理解
している。

❷「私」の希望や願い
は何か、表現に着目し
て考えを交流する。

●「私」の希望や願い
を理解している。

●作者やさまざまな登
場人物になって問答を
行うことを通じて、視
点を変えて作品を捉え
直し、読解を深める。

●視点を変えて作品を
捉え直し、読解を深め
る。

5
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夕空晴れて
●行動を通じた世代間
の関わりを考える。

❶既習教材に描かれた
世代間交流から感じた
ことを思い出して、出
し合う。

●行動を通じた世代間
の関わりを考えようと
している。

●既習教材に描かれた
世代間交流から感じた
ことを思い出して、出
し合っている。

●「冷泉」に面会する
ことにした「由美」の
当初のの思い、「冷
泉」の話を聞いて泣い
た時の「由美」の思い
を理解している。

●小説の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ

【選択】
●行動に潜む深い思い
を理解する方法を捉え
る。

❷「冷泉」に面会する
ことにした「由美」の
当初の思い、「冷泉」
の話を聞いて泣いた時
の「由美」の思いを説
明する。

●行動に潜む深い思い
を理解する方法を捉え
ようとしている。

●「冷泉」に面会する
ことにした「由美」の
当初の思い、「冷泉」
の話を聞いて泣いた時
の「由美」の思いにつ
いて説明している。

●「神様がこしらえた
野球」に対する登場人
物それぞれの思いを理
解している。

●題名が象徴する意味
を理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｳ

❸「神様がこしらえた
野球」に対する登場人
物それぞれの思いを表
にまとめ、交流する。

●「神様がこしらえた
野球」に対する登場人
物それぞれの思いにつ
いて、交流している。

●「由美」が実家に戻
らないと決めた理由
を、「神様がこしらえ
た野球」に対する茂と
の思いの共有に関連さ
せて、理解している。

❸「由美」が実家に戻
らないと決めた理由
を、「神様がこしらえ
た野球」に対する茂と
の思いの共有に関連さ
せて、理解する。

●最終場面に関連させ
て、題名が象徴する意
味について、交流して
いる。

●題名が象徴する意味
を、最終場面に関連さ
せて理解している。

❹題名が象徴する意味
を、最終場面に関連さ
せて理解し、交流す
る。

●詩の特徴を理解して
いる。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

●災害からの復興の課
題と言葉との関係につ
いて深く理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｱｲｳ

●指文字・手話に関心
を持ち、その特徴を捉
えようとしている。

●言葉を表す仕組み
を、さまざまな観点か
ら考察する態度を身に
つけている。

●指示語・接続語働き
についての知識をまと
める。
●練習問題で知識を確
かめる。

0

1

0

0

0｜

2月

●言葉によって世界が
構成されていることを
理解し、災害からの復
興の課題と言葉との関
係について深く理解し
ようとしている。

●特徴的な表現に着目
して、詩に込められた
復興への思いについて
交流している。

●復興に関わる詩の表
現を抜き出している。

●サブテクストも参照
しながら、特徴的な表
現に着目し、詩に込め
られた復興への思いを
深く理解している。

(1)ｱ (1)ｲ(ｱ)

●「神様がこしらえた
野球」についての登場
人物それぞれの思いを
表にまとめている。

(1)ｲ(ｲ)

発見する読み３
世界・言葉（白い闇
のほうへ）

1

●言葉によって世界が
構成されていることを
理解し、災害からの復
興の課題と言葉との関
係について深く理解す
る。

●特徴的な表現に着目
して、詩に込められた
復興への思いを読み取
り、交流する。

(1)ｳ(ｱ)(ｲ)

文法の学習２
指示語・接続語のま
とめ

1

●指文字・手話につい
て理解する。

●指文字・手話の特徴
を理解し、言語につい
て考えを深める。

●日本語の使い手とし
て、点字・指文字・手
話を含めて言語を広く
捉える態度を身につけ
ている。

文字を見抜く５ 指文字･手話 1

(1)ｲ(ｱ)
●指示語・接続語働き
についての知識をまと
める。

●指示語・接続語働き
についての知識をまと
め、その知識を言語活
動に生かそうとしてい
る。

●指示語・接続語につ
いての見方、考え方、
知識を身につけてい
る。



●野矢茂樹の文章を読
んで、人間が新たな世
界を構想できるのは言
葉の力によることを理
解し、その可能性につ
いて話し合う。

●人間が新たな世界を
構想できるのは言葉の
力によることを理解
し、その可能性につい
て話し合っている。

●野矢茂樹の文章を読
んで、人間が新たな世
界を構想できるのは言
葉の力によることを理
解している。

●比喩表現の仕組みや
効果についての理解を
深めている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳｴｵ

●ヘレン･ケラーの文章
を読んで、人間が世界
を構成･認識できるのは
言葉の力によることを
捉える。

●比喩が自分の言葉に
よる世界との関係の主
体的な作り変えや作り
直しであることについ
て、話し合っている。

●ヘレン･ケラーの文章
を読んで、人間が世界
を構成･認識できるのは
言葉の力によることを
理解している。

●世界を構成し再構成
する言葉の力を認識
し、主体的な言葉の使
い手としての自覚を深
めている。

(2)ｱｲ (2)ｱｲｳ

●世界を再構成･再認識
し、新たな世界を構想
する行為として比喩と
いう言語行為を捉え、
長田弘の詩に即して、
比喩が自分の言葉によ
る世界との関係の主体
的な作り変えや作り直
しであることを理解
し、話し合う。

●言語表現の限界につ
いて話し合っている。

●世界を再構成･再認識
し、新たな世界を構想
する行為として比喩と
いう言語行為を捉え、
長田弘の詩に即して、
比喩が自分の言葉によ
る世界との関係の主体
的な作り変えや作り直
しであることを理解し
ている。

●草野心平の詩を読ん
で、言語表現の限界に
気づき、話し合う。

●草野心平の詩を読ん
で、言語表現の限界に
気づいている。

●授業の前後の「私」
を比べ、その変化につ
いて整理する。

●授業を通じた「私」
の変化について理解し
ている。

●随想の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳｴ (1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

●世界と日本の関係に
ついての図書を読み、
国際社会に生きる自分
たちの生き方について
学んだことを紹介し合
う。

●世界と日本の関係に
ついての図書を読んで
いる。

●比較することの効果
を理解している。

(2)ｱｲ (2)ｱ (2)ｱｲｳ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

●ネグロス島の事例が
「顔の見える国際協
力」の五条件を満たし
ているかどうか、表に
まとめて確かめる。

●「顔の見える国際協
力」であるための五条
件に沿って、ネグロス
島の事例を吟味してい
る。

●評論の特徴を理解し
ている。

(1)ｱｲｳ (1)ｱｲｳｴｵ (1)ｲ(ｲ)

●「フェアトレード」
について調べる。

●「フェアトレード」
について調べている。

●評論で用いられる語
彙の意味を理解してい
る。

(2)ｱｲ (2)ｲ (1)ｳ(ｱ)(ｲ)

〔(1)ｴｵ〕

〔(2)ｳ〕

0

1.5

0

(1)ｲ(ｲ)

読書２
パール・ハーバーの
授業

2月 情報と表現２
言葉による発見（比
喩という力）

2

3月

顔の見える国際協力

●物事を認識し作り出
す言葉の力について考
える。

●物事を認識し作り出
す言葉の力について考
えようとしている。

2
●これからの国際協力
について考える。

●これからの国際協力
について考えようとし
ている。

●ネグロス島の事例が
「顔の見える国際協
力」の五条件を満たし
ていることを、表にま
とめて確かめている。

1

●国際社会における人
間のあり方について考
える。

●国際社会における人
間のあり方について考
えようとしている。

●世界と日本の関係に
ついての図書から、国
際社会に生きる自分た
ちの生き方について学
んだことを紹介し合っ
ている。

●授業を通じた「私」
の変化について整理し
ている。

0

●発見を求めて読み広
げる方法を理解してい
る。

(1)ｲ(ｱ)(ｲ)
●発見を求めて説明
文・評論文に読書を広
げる方法を理解する。

●発見を求めて説明
文・評論文に読書を広
げる方法を理解する。

●発見を求めて説明
文・評論文に読書を広
げる方法を理解しよう
としている。

読書案内
網を編む（説明文・
評論文から）

0｜



通年で
随時

言語の学習 三年生の文法の学習 1 1

「文法の学習」で取り
上げた文法事項につい
て、そのつど系統的に
学ぶ。

(1)ｲ(ｱ)

活用コラム（文法を
考える）

0｜ 0

●実際の文章や言語生
活の事例について文法
的な考察を行う。

●実際の文章や言語生
活の事例について文法
的な考察を行う。

●実際の文章や言語生
活の事例について文法
的な考察を行おうとし
ている。

●日本語の主体的な継
承者として文法的な見
方、考え方に関心を
持っている。

(1)ｲ(ｱ)

一･二年生の文法のま
とめ

0｜ 0

一･二年で取り上げた文
法事項について、必要
に応じて参照し復習す
る。

(1)ｲ(ｱ)

三年生の語句･語彙の
学習

1 1

●場面や分野の違いに
よる語の使い分け、造
語作用による語の構成
について系統的に理解
し、語を適切に使用す
る力をつける。

●場面や分野の違いに
よる語の使い分け、造
語作用による語の構成
について興味を持って
学び、自らの言語生活
に生かそうとしてい
る。

●場面や分野の違いに
よる語の使い分け、造
語作用による語の構成
について系統的に理解
している。

(1)ｲ(ｱ)

(1)ｱ(ｱ)

(1)ｲ(ｱ)

(1)ｱ(ｱ)

(1)ｲ(ｱ)

●映像と言語に込めら
れた気持ちや主張を理
解する。

●映像と言語に込めら
れた気持ちや主張を理
解している。

●情勢に翻弄されず堅
実に未来を切り開いて
いく人生の指針が存在
することを知る。

●将来の日本や世界を
担う主体としての粘り
強く堅実な姿勢を固め
ている。

0

0

古典文法 0｜
●日本語の主体的な継
承者として文語に関心
を持っている。

0

●文語の語彙について
理解を深める。

●文語の語彙につい
て、古典読解の必要に
応じて参照する。

今に伝わる注意した
い古語

0｜

●文語の語法･文法につ
いて理解を深める。

●文語の語法･文法につ
いて、巻末折り込み活
用表と共に、古典読解
の必要に応じて参照す
る。

●日本語の主体的な継
承者として文語に関心
を持っている。

(1)ｱｲｴｵ (1)ｲ(ｲ)

【注】①上記は、学習過程における学習者の学習成果を判断するための規準として提案しています。今回大幅増補した「学びの窓」（手引き）に完全準拠して作成しました。学習に生かすための評価基準については、各学校の考え方や学習者の状況に応じて工夫していただきたいと思います。

【注】②◎で示したのは「表現に向かう読み」（単元を貫く言語活動）の大目標（表現目標）です。

【注】④「―」で示した時数は、次のように前の教材の時数に含めて考えています。（「俳句十五句」→「俳句（解説）」、「古典和歌の表現法」→「万葉･古今･新古今」）

【注】③読解教材の学習活動の●数字は、「学びの窓」の番号を示します。無番号の●は「まとめ」などの活動です。

●写真と文章から筆者
のメッセージを捉え、
情勢に翻弄されず堅実
に未来を切り開いてい
く人生の指針が存在す
ることを理解してい
る。

学年末 送り出し 自分だけの羅針盤･道 1


